
606 新潟医学会雑誌 第101巻 第9号 昭和62年 9月

23)血党交換等により救命 しえたライ症候群

の1例

琵蛋雅禦:架雷昌彦(弼寓民病院)
中村 亨道 (同 循環器科)

ライ症候群は,先行感染後に喉吐,意識障害,けいれ

ん,肝の脂肪沈着,GOT,Gpワ,LDH,CPKの上昇.
高アンモニア血症等を特徴とする,予後不良の疾患であ

る.

今回我々は,3才の本症男児に対して,血異交換療法

を含めた集中治療を施行し,神経学的後遺症を残さず,

救命しえた.

本症の発生には,血清中の ミトコンドリア抑制因子が

重要な役割を果たしているものと思われ,この除去とい

う点から血堂交換療法は試みるべき治療法であると思わ

れた.
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